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～ やさしく かしこく たくましい子ども ～ 島原市立第一小学校 

学校だより №2 

令和８年 4 月 13 日（月） 

文責：校長 園田栄作 

６５名の新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さわやかな春風に包まれ、おだやかな天

気の中、令和８年度の入学式を行いまし

た。今年度は、６５名の新入生が入学しま

した。新入生、そして保護者の皆様、御入

学おめでとうございます。6年生と手をつ

ないで、嬉しそうに入場してくる新入生の

姿から、張り切っている様子を感じまし

た。式における挨拶の際には、壇上の人に

しっかり目を向けて話を聞き、話に合わせ

て、「ありがとうございます」や「はい」

の返事もきちんとできていることに、驚き

ました。挨拶や返事は、充実した学校生活

を送る上での大切な基本です。これからの

成長がますます楽しみになりました。 

式においては、学校の代表として６年生

が出席しました。新入生が安心して式に臨

めるように、入場の際に手をつないだり、

席に着く際には、やさしく言葉をかけたり

して、励ましてくれました。おかげで、新

入生も最後まで集中して参加することが

できました。また、６年生は式場で、しっ

かり整った姿勢で、新入生を後ろから温か

く見守り、第一小学校の手本となる姿を示

してくれました。さすが６年生でした。 

来賓や保護者の皆様にも、たくさんご出

席いただきました。これからも、新入生を

はじめ、本校児童の教育活動にご協力いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

１年○組 

１年○組 １年○組 

式の様子 
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天気が悪い日は、特に車に要注意！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
私
た
ち
は
、
み
な
さ
ん
が
入
学
し
て
く
る
の
を
、
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。 

学
校
で
は
、
国
語
や
算
数
、
体
育
、
図
工
な
ど
、
楽
し
い
勉
強
が
あ
り

ま
す
。
お
昼
に
は
、
お
い
し
い
給
食
を
み
ん
な
で
食
べ
た
り
、
昼
休
み
に

は
、
広
い
運
動
場
で
み
ん
な
と
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
習

遠
足
や
運
動
会
な
ど
の
楽
し
い
行
事
も
あ
り
ま
す
。
学
校
に
は
、
四
０
０

人
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
が
い
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
お
友
達
も
つ
く
れ

ま
す
。 

 

そ
し
て
、
私
た
ち
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
は
あ
い
さ
つ
が
上
手
で

す
。
み
な
さ
ん
も
あ
い
さ
つ
名
人
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

困
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
私
た
ち
が
教
え
た
り

助
け
た
り
し
ま
す
。 

 

第
一
小
学
校
で
の
生
活
を
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

児
童
代
表 

六
年 
○
○
○
○ 

入学式（歓迎の言葉） 

１０日（金）の天気は、登校時刻には随

分落ち着きましたが、夜明け前は大雨、強

風、雷注意報が出るほどの悪天候でした。

安全な登校のために、保護者の方の引率や

車での送迎の配慮をしてくださり、子ども

たちは事故無く無事に登校することがで

きました。一方で、中学生、高校生も含め

た送迎のための交通量の多さに驚かされ

ました。横断歩道に交通指導員の方が立っ

てくださるおかげで、スムーズに渡ること

ができていますが、子どもだけの時も交通

ルールを守って安全に渡ることができる

力を身に付ける必要があります。次の約束

について、学校で指導していますので、ご

家庭でも声かけをお願いします。 

■道路を渡るときの約束 

 ①手を上げて「渡ります」の合図をする。 

 ②右左右を見て、車が来ていないかの確 

認をする。 

 ③車が来ていないことや止まったことを 

確認してから、他の車が来ないかを確 

認しながら渡る。 

 ④止まってくださった車の運転手にお礼 

を言う。 

学校では、必ず横断歩道

を通って渡るように指導

しています。 


